




　本研究の目的は超音波断層装置の母児生理に対する安全性を究明し,かつ現

在すでに普及している電子スキャン超音波断層装置をいかに安全にまた有効に

利用するか,さらに安全で精度の高い装置を開発するかにある。この目的に添

って,研究協力者・東北大学・中村徹らは標準型の高出力パルス超音波発生装

置を用いて妊娠マウスに及ぼす影響につき調べた。研究協力者岡山大学・関場

香らは同じ目的で,交配後 4日のラットより採取した妊卵に照射して,その影響

を検討した。


